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　吉見町議会の改選に伴い、議会だより編集特
別委員会も新たな体制でスタートしました。この
メンバーで発行する議会だよりは、全８回です。
　読みやすい紙面づくりを心がけ、町民の皆様
に親しまれる、そんな議会だよりを作っていきた
いと思います。ご意見ご感想などお寄せ下さい。
　取材や写真撮影などお願いすることもあるか
と思いますが、ご協力くださいますようお願い申
し上げます。（秋山）
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られましたら、ご連絡ください。参考までに今まで題
字を依頼したのは、小学生・最高齢者・成人式実行委
員長です。

　「ママと一緒に七夕かざりを作りました。」年間約
８千人の利用者が訪れる子育て支援センター。担当
職員とボランティアのご協力により楽しく過ごせる
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戸谷 照喜　　　尾﨑 豊　
〇杉田 しのぶ　　◎秋山 真美　　荻野 勇　

（◎ 委員長　〇 副委員長）
議会だより編集特別委員会

　平成２７年５月２３日（土）、一ツ木地先の荒川
右岸堤防で実施。町民の皆様とともに議員も土
のうつくり、土のう積み訓練に参加しました。

振り込めサギに気をつけて！

　東松山地区防犯協会が振り込めサギ防止啓
発のため作成した「現金わたしませんべい」。
　町内でも被害が発生しています。不審な電話
に注意しましょう。

全国町村議会議長・副議長研修会

　平成２７年５月２６日（火）、東京都の中野サ
ンプラザで開催。シンポジウムでは、議会の活
性化に取り組む地方議会の先進事例が報告さ
れました。

吉見町水防訓練

場を作って
いただいて
います。
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新しい議会体制が決まる

　5月臨時議会は5月15日の1日限りの会期で行われ、専決処分の
2議案、監査委員の選任が承認、同意されました。
　6月定例議会は、6月16日から18日までの3日間の会期で行わ
れ、平成27年度一般会計及び特別会計補正予算、条例の一部改正
など11議案が可決、同意されました。

議長、副議長及び監査委員決まる

議会運営委員会

議長就任あいさつ

議長　安孫子 和子

副議長　尾﨑 豊 監査委員　内野 正美

（◎ 委員長　〇 副委員長） （◎ 委員長　〇 副委員長） （◎ 委員長　〇 副委員長）

　議会の運営に関すること、議会の会議規則、委員
会に関する条例等に関すること、議長の諮問に関す
る事項について調査を行うこと、議案、請願等の審査
をします。

伊与田 隆　　　杉田 しのぶ　
〇神田 隆　　◎小林 周三　　荻野 勇　

総務建設常任委員会

　総務、政策財政、地域振興、税務会計、まち整備、
農政環境及び水生活に関することを担当し、議案、請
願等を審査します。

戸谷 照喜　　　伊与田 隆　　　神田 隆
秋山 真美　　◎杉田 しのぶ　　〇岩崎 勤　　内野 正美

教育福祉常任委員会

　教育、福祉町民、健康推進及び子育て支援に関す
ることを担当し、議案、請願等を審査します。

岩田 晃一　　　宮﨑 雄一　　　尾﨑 豊
安孫子 和子　　〇小宮 榮　　◎荻野 勇　　小林 周三

　町民の皆様には、日ごろから吉見町議会にご理
解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。
　平成２７年５月１５日（金）に開催されました臨時
議会におきまして、吉見町議会議長に就任いたしま
した安孫子和子でございます。
　身に余る光栄であり、責任の重さを痛感している
ところでございます。議長として円滑かつ公正な議
会運営に努め、より開かれた議会となるよう最善を
尽くしてまいりますので、よろしくお願いいたします。
　本町におきましても、他の自治体と同様に、人口
減少、高齢化対策など多くの課題を抱えております。
そして、今年は「地方創生元年」ともいわれ、地方
版総合戦略の策定が予定されております。今まで
以上に地方議会の役割が重要になってまいります。
議会と執行機関がお互いの権限を尊重し、施策の
効果が最大限に発揮されるよう努めてまいります。
　今後におきましても、議会三役といわれる尾﨑豊
副議長、議会選出の内野正美監査委員とともに、町
議会の先頭に立ち、１４人の議員が一丸となって吉
見町の更なる発展のため、鋭意取り組んでまいりま
すので、皆様方のご支援とご協力を賜りますようお
願い申し上げます。
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主な質疑

議
員

提
出
者

答問
　軽自動車税の税率改正の趣旨は。

※質疑等があった議案を掲載しています。主 な 議 案 の 内 容

　ふるさと納税の税控除手続き簡略化・申告特例控除創設、新規取得分の一定の環境性能を有す
る軽四輪にグリーン化特例を導入、二輪車・小型特殊自動車の税率改正を1年延期ほか。

■議案第37号 専決処分について
（吉見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

■議案第36号

■5月臨時議会

専決処分について（吉見町税条例等の一部を改正する条例）

主な質疑

議
員

議
員

提
出
者

　軽減判定所得の拡大及び課税限定額の引き上げ
（①基礎課税分 51→52万円　②後期高齢者支援金分 16→17万円　③介護納付金分 14→16万円）

　環境に配慮した税制の改正である。

日本共産党

　課税限度額の引き上げは、法律上緊急に行う必要はなく、町民の負担増に関わる件
を専決処分で行うことは認められない。

内　容 

内　容 

杉田しのぶ議員

　課税限度額の引き上げは、法律上緊急に行う必要はなく、町民の負担増に関わる件

反対討論

議
員

　国保財政は、子ども医療費の無料化や窓口払いの廃止等により厳しくなっている。
当然上げるべきだ。

小宮 榮議員

　国保財政は、子ども医療費の無料化や窓口払いの廃止等により厳しくなっている。

賛成討論

議
員

　課税限度額の引き上げは、この10年間ですでに６回行われており、今回で７回目で
ある。限度額を何回引き上げても、国保財政は決してよくならない。

戸谷照喜議員反対討論

議
員

　今、国保財政は非常に厳しくなってきている。加入者には低所得者も多く、高齢化も
進んでいる。こうした現状からも、負担できる人に公平な負担をお願いすることは非常
に大事なことと考える。

荻野 勇議員 賛成討論

答問
　必ずしも地方税法と一致しなければ
ならないものではない。

　課税限度額の引き上げは、法律上必
ず条例改正しなければならないのか。

答問
　平成26年度ベースでは163万
5718円増収となることが見込まれる。

　課税限度額の引き上げによる国保税
収への影響は。

■議案第41号 平成２７年度吉見町一般会計補正予算（第２号）
　既定の予算額にそれぞれ3851万３千円を追加し、予算の総額を63億4545万円とするもの。

　ー主な歳入ー

○国庫支出金 663万円

○県支出金 60万円

○財産収入 500万円

○繰入金 1370万円

○諸収入 1198万円

（万円単位に四捨五入） 　ー主な歳出ー

○マイナンバー制度導入に伴うシステム改修委託料

 1526万円

○介護保険特別会計繰出金（低所得者軽減分） 240万円

○舗装修繕工事（本沢・中新井・北下砂） 1913万円

○消防団用デジタルトランシーバー 100万円

○ふれあい広場遊具設置 1000万円

○職員人事異動による人件費 △1101万円

（万円単位に四捨五入）

※質疑等があった議案を掲載しています。主 な 議 案 の 内 容
■6月定例議会

主な質疑
　舗装修繕工事３か所のうち、中新井は
大型車の通行でガスが止まるほど振動し
ている。

　国の交付決定も受けているので、現場
測量をし、早急に発注をできるよう手配
していきます。

答問

　マイナンバー制度の情報漏えい等のリ
スクに対する職員の研修と、適正保護評
価書の内容は。  

　全職員を対象に制度の概要を研修す
る。評価書は情報漏えいについて、こう
いった形で管理していくということを宣
言するもの。

答問

議
員

提
出
者

内　容 

議
員

日本共産党

　社会保障・税番号システムに伴う改修業務委託料を含む補正予算、先行実施してい
る米国では、社会保障番号を盗み、クレジットカードを偽造、不正使用する事件が多発
するなど社会問題にもなっている。一度情報が流出すれば取り返しのつかないもので
ある。

杉田しのぶ議員反対討論

ふ れ あ い 広 場 遊 具
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　国民が納得するまで時間をかけてと
あるが、何をもって国民が納得したかし
ないか判断をするのか。

　今会期中に強行採決は困るという
趣旨。国民の納得が得られているか
については世論調査で分かる。

　今会期中に強行採決は困るという
答

　国民が納得するまで時間をかけてと
問

　今、中国は人工の島を造って基地を
造ろうとしている。早くこの法案を作っ
てもらいたい。自分の所は自分で守る
のは当たり前。

　今の法案を十分審議すべきという
声は８割であり、日本は武力によるの
ではなく、話し合いをもつべきである
と考える。

　今の法案を十分審議すべきという
答

　今、中国は人工の島を造って基地を
問

議
員

提
出
者

　辺野古への新基地建設計画を白紙
に戻すということは普天間基地の危険
除去はどうしていくのか。

　沖縄の基地問題は沖縄県民が決め
ること。基地負担を多く抱えている沖
縄には民意をくんで設置すべきでは
ないという趣旨である。

発議第1号 「安全保障法案」の慎重審議を求める意見書（案）の提出について

現在、国会で審議中の安全保障法案は、国民が納得するまで時間をかけ説明を尽くすこと。内　容 

提出者 戸谷照喜議員

　沖縄の基地問題は沖縄県民が決め
答

　辺野古への新基地建設計画を白紙

問

議
員

提
出
者

発議第2号 沖縄の声に共鳴して地方自治の堅持を政府に求める意見書（案）の提出について

内　容 

提出者 杉田しのぶ議員

　沖縄の声を真摯に受け止め、日本国憲法が保障する地方自治の本旨に基づき、沖縄県民の民意
を尊重し、辺野古への新基地計画を白紙に戻すこと。

議　案　審　議　結　果

町長提出議案

町長提出議案（追加）

議案番号 結果件　　　　名

承認

承認 ×××

専決処分について（税条例等の一部改正）

専決処分について（国民健康保険税条例の一部改正）

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号 監査委員の選任同意について 同意

人　 事
固定資産評価審査委員会

委員の選任同意
固定資産評価審査委員会

委員の選任同意
人権擁護委員の候補者

の推薦

固定資産評価審査委員会委員に
選任同意（再任）しました。

固定資産評価審査委員会委員に
選任同意（再任）しました。

人権擁護委員の候補者に
推薦（再任）しました。

住　　所 吉見町大字荒子５２５番地 
生年月日 昭和１９年１月３１日 

住　　所 吉見町大字上砂281番地 
生年月日 昭和１6年１月29日 

住　　所 吉見町大字北吉見１７３９番地１６ 
生年月日 昭和１７年１０月２２日

岩
田
戸
谷
秋
山
伊
与
田
尾
﨑
神
田
荻
野
岩
崎
宮
﨑
杉
田
小
林
内
野
小
宮
安
孫
子
議
長
議
長

議
長

発議第１号

発議第２号

「安全保障法案」の慎重審議を求める意見書（案）の提出について

沖縄の声に共鳴して地方自治の堅持を政府に求める意見書（案）の提出について

否決

否決

議
長
議
長

５月１５日　臨時議会

町長提出議案
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

適任

×××

× × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × ×

吉見町国民健康保険条例の一部を改正する条例

吉見町介護保険条例の一部を改正する条例

平成２７年度吉見町一般会計補正予算（第２号）

平成２７年度吉見町介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度吉見町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度吉見町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度吉見町公設浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度吉見町水道事業会計補正予算（第１号）

吉見町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について

吉見町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について

人権擁護委員の候補者の推薦について

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

議案第４２号

議案第４３号

議案第４４号

議案第４５号

議案第４６号

議案第４７号

議案第４８号

議案第４９号

議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長

6月　定例議会

議員提出議案（追加）

※「－」は本人に関する人事案件のため採決に加わっていません。

岩﨑 英樹 委員 藤﨑 正也 委員 富田 邦男 委員

町議会を傍聴してみませんか

次の議会は9月定例議会
9月1日（火）から開催される予定です。

詳しいことは町議会事務局までお問い合わせください。

TEL 0493-63-5024（ダイヤルイン）
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　国民が納得するまで時間をかけてと
あるが、何をもって国民が納得したかし
ないか判断をするのか。

　今会期中に強行採決は困るという
趣旨。国民の納得が得られているか
については世論調査で分かる。

答問

　今、中国は人工の島を造って基地を
造ろうとしている。早くこの法案を作っ
てもらいたい。自分の所は自分で守る
のは当たり前。

　今の法案を十分審議すべきという
声は８割であり、日本は武力によるの
ではなく、話し合いをもつべきである
と考える。

答問

議
員

提
出
者

　辺野古への新基地建設計画を白紙
に戻すということは普天間基地の危険
除去はどうしていくのか。

　沖縄の基地問題は沖縄県民が決め
ること。基地負担を多く抱えている沖
縄には民意をくんで設置すべきでは
ないという趣旨である。

発議第1号 「安全保障法案」の慎重審議を求める意見書（案）の提出について

現在、国会で審議中の安全保障法案は、国民が納得するまで時間をかけ説明を尽くすこと。内　容 

提出者 戸谷照喜議員

答問

議
員

提
出
者

発議第2号 沖縄の声に共鳴して地方自治の堅持を政府に求める意見書（案）の提出について

内　容 

提出者 杉田しのぶ議員

　沖縄の声を真摯に受け止め、日本国憲法が保障する地方自治の本旨に基づき、沖縄県民の民意
を尊重し、辺野古への新基地計画を白紙に戻すこと。

議　案　審　議　結　果

町長提出議案

町長提出議案（追加）

議案番号 結果件　　　　名

承認

承認 ×××

専決処分について（税条例等の一部改正）

専決処分について（国民健康保険税条例の一部改正）

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号 監査委員の選任同意について 同意

人　 事
固定資産評価審査委員会

委員の選任同意
固定資産評価審査委員会

委員の選任同意
人権擁護委員の候補者

の推薦

固定資産評価審査委員会委員に
選任同意（再任）しました。

固定資産評価審査委員会委員に
選任同意（再任）しました。

人権擁護委員の候補者に
推薦（再任）しました。

住　　所 吉見町大字荒子５２５番地 
生年月日 昭和１９年１月３１日 

住　　所 吉見町大字上砂281番地 
生年月日 昭和１6年１月29日 

住　　所 吉見町大字北吉見１７３９番地１６ 
生年月日 昭和１７年１０月２２日

岩
田
戸
谷
秋
山
伊
与
田
尾
﨑
神
田
荻
野
岩
崎
宮
﨑
杉
田
小
林
内
野
小
宮
安
孫
子
議
長
議
長

議
長

発議第１号

発議第２号

「安全保障法案」の慎重審議を求める意見書（案）の提出について

沖縄の声に共鳴して地方自治の堅持を政府に求める意見書（案）の提出について

否決

否決

議
長
議
長

５月１５日　臨時議会

町長提出議案
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

適任

×××

× × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × ×

吉見町国民健康保険条例の一部を改正する条例

吉見町介護保険条例の一部を改正する条例

平成２７年度吉見町一般会計補正予算（第２号）

平成２７年度吉見町介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度吉見町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度吉見町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度吉見町公設浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度吉見町水道事業会計補正予算（第１号）

吉見町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について

吉見町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について

人権擁護委員の候補者の推薦について

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

議案第４２号

議案第４３号

議案第４４号

議案第４５号

議案第４６号

議案第４７号

議案第４８号

議案第４９号

議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長

6月　定例議会

議員提出議案（追加）

※「－」は本人に関する人事案件のため採決に加わっていません。

岩﨑 英樹 委員 藤﨑 正也 委員 富田 邦男 委員

町議会を傍聴してみませんか

次の議会は9月定例議会
9月1日（火）から開催される予定です。

詳しいことは町議会事務局までお問い合わせください。

TEL 0493-63-5024（ダイヤルイン）



問　雨水タンクの個人設
置への助成ができないか。
答　町民ニーズや地域特
性、衛生面など調査研究
する。

8 9

その他の質問
・納税緩和制度
・モバイルサイトで子育て支援

広報などの
配布方法の検討を

そこが聞きたい

こうしてほしい

町政に対する町政に対する

一般質問
町政に対する

一般質問

問　吉見町広報発行規程には「発行の都度、町内各
世帯及び関係機関に配布する」とある。配布方法の現
状と課題は。
答　区長を通じて配布している。区長配布以外の世
帯の方は、直接役場にお越しいただくか、町ホーム
ページからの情報提供に努めている。課題は、町の行
政運営や町民生活の基盤となる行政区への加入が大
切と考えている。今後状況の把握に努め、区長の協力
をいただきながら取り組んでいく。
問　今年度作成される地震と土砂災害のハザード
マップの配布方法は。
答　区長を通じて配布する。区長配布以外の方には、
役場・町民会館・図書館などの公共施設や民間の施設
など人が多く集まる場所に置かせてもらい、そこで入
手してもらえるようにと考えている。

問　ｉ（アイ）広報紙の導入を。
答　６月１日現在、全国196自治体が、県内でも14市
町が導入している。町の費用負担は無く利用できる。
先進自治体の情報を把握し、調査研究する。
問　昨年５月、雨水の利用推進に関する法律が施行
された。雨水利用の町の考えは。
答　町民体育館と町民会館は、雨水貯留設備を設置
し有効利用してきた。今後策定される県の方針との整
合性を図りながら、市町村計画の策定を検討する。

　｢一般質問は、議員が町政全般について、自由なテーマ
で町長に質問・政策提言を行うもの」で、町民の声を町政
に届けるものです。（持ち時間１人６０分）
　議会だよりでは本人の原稿をもとに、その内容を約
700字以内で要約し、お知らせしています。

一般質問とは？

公明党 秋山 真美 議員

※ｉ（アイ）広報紙とは
スマートフォンやタブレット端末
で広報紙が多機能で閲覧でき
る民間サービス。 雨水タンク

※

問　最近、特に空き家が目立っているが空き家の把握
状況は。
答　空き家対策は、今後のまちづくりにも影響する重
要なものであると考えています。平成25年１月に空き
家の実態調査を行っています。調査した物件について
は、一覧表と住宅地図により把握しています。
問　空き家の管理と貸し出し方法は。
答　空き家対策の推進に関する特別措置法が本年５
月26日全面施行され、立入検査や行政代執行など強
制力を伴う措置が可能になりました。空き家の管理や
活用方法についても定めていますので、国の基本指
針を注視し国、県の助言・指導をいただきながら空き
家対策に向けた取り組みを検討していきます。
問　吉見町で実施している暮らしの相談会の内容は。
答　総合窓口を政策財政課が担当し、問い合わせな

ど適宜対応する中で本町の定住化の施策等について
ＰＲしています。
問　スポーツをする子供達が減少し、子供達の体力
が下がっているようですが、吉見町の状況は。
答　本町の児童の状況を新体力テストの結果から判
断しますと、全国でも高い位置にある本県の平均と比
較して、わずかに下回る項目もいくつかありますが、お
おむね良好な状態にあると考えています。今後も、元
気で「知・徳・体」のバランスのとれた児童の育成に努
めていきます。

吉見町の
今後のまちづくりは

その他の質問
・小学生の減少による児童数の変化
・公園等の遊具の設置状況等

空き家

尾﨑 豊 議員

問　高齢者の悲惨な交通事故が増加する中、運転免
許証を返納したくても交通の便が悪く、買い物に不自
由する方が多くいる。国においても返納者のための
移動手段として、自治体の公共交通の拡充を推進し
ている。兵庫県豊岡市では、市の公用車を無償で地域
に貸与して、ボランティア運転手により運行している。
吉見町でもこのような取り組みはできないか。
答　先進事例も踏まえながら近隣市町村との連携に
よる巡回バス同士の接続、あるいは町内企業が運行し
ているバスとのタイアップ、あるいはデマンド交通な
どを研究中である。
問　社会保障税番号制は、住民票を有する全ての方
に1人1つの番号を付して、社会保障、税、災害対策
の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関に存在
する個人の情報が同一人の情報であることを確認す

るために活用されるものであるが、町の事業主に対
する個人住民税の徴収に関するPRは誰がするのか。
答　商工会を通じ町が支援していく。
問　よしみけやき保育所の正規職員と非正規職員の
内訳は。また、職務の内容に差はあるのか。
答　正規職員17名、フルタイム臨時18名、パートタイ
ム臨時14名。公務員として、児童の福祉向上を第一
に仕事をしており、職務内容は同じである。
問　臨時職員で継続雇用は最長何年か。また、その
賃金格差は年いくらか。
答　12年継続雇用者がいる。格差は約200万円。
問　小川町では、臨時職員に一時金を要綱で支給し
ていると聞くが。
答　小川町では要綱を作成し、臨時職員に一時金を
支払っている。

先を見据えた
交通弱者対策を

小林 周三 議員



問　雨水タンクの個人設
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問　吉見町広報発行規程には「発行の都度、町内各
世帯及び関係機関に配布する」とある。配布方法の現
状と課題は。
答　区長を通じて配布している。区長配布以外の世
帯の方は、直接役場にお越しいただくか、町ホーム
ページからの情報提供に努めている。課題は、町の行
政運営や町民生活の基盤となる行政区への加入が大
切と考えている。今後状況の把握に努め、区長の協力
をいただきながら取り組んでいく。
問　今年度作成される地震と土砂災害のハザード
マップの配布方法は。
答　区長を通じて配布する。区長配布以外の方には、
役場・町民会館・図書館などの公共施設や民間の施設
など人が多く集まる場所に置かせてもらい、そこで入
手してもらえるようにと考えている。

問　ｉ（アイ）広報紙の導入を。
答　６月１日現在、全国196自治体が、県内でも14市
町が導入している。町の費用負担は無く利用できる。
先進自治体の情報を把握し、調査研究する。
問　昨年５月、雨水の利用推進に関する法律が施行
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公明党 秋山 真美 議員

※ｉ（アイ）広報紙とは
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※
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尾﨑 豊 議員
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小林 周三 議員



湛水防除事業では、排水機場や幹線排水路の整備が
進められ湛水被害の防止が図られております。
問　米の販路拡大を図るインターネット販売の今後
の取り組みは。
答　今年度、新たに米の消費喚起及び稲作農家の新
たな販路の確保を目的とし、インターネットによる米の
販売消費拡大事業に取り組み、４月にＪＡ主催の農家
組合長会議で説明しています。５月には、参加希望者
25名を対象に説明会を開催し、現在10名の参加申込
みを受けています。６月末に任意団体を立ち上げ、
ホームページの作成及び事業ＰＲ等を行い、９月の販
売開始に向けて参加農家及び関係機関と一体となっ
て進めています。

問　町では、農業経営体の育成、認定農業者等の経
営規模拡大に取り組んでいるが、今後の更なる農業
経営体育成は。
答　認定農業者数は、平成27年４月１日現在で104
の個人と５法人で合わせて109経営体です。経営所
得安定対策のうち、畑作物の直接支払交付金及び収
入減少影響緩和対策、また、農地中間管理事業におけ
る農地の受け手要件等にも担い手は認定農業者等と
されています。このような状況から、今後も認定農業
者の発掘と育成に向けて更なる推進をしていきます。
問　農業基盤整備を実施することにより生産性を高
めると思われるが、農地の保全に向けての取り組みは。
答　生産者に利用しやすく災害に強い農業基盤整備
のため土地改良事業を推進し、農業の生産効率の向
上を図っています。具体的には、吉見領地区の県営

町内の農業経営の
状況は

神田 隆 議員
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その他の質問
・空き家に関わる固定資産税
・選挙ポスター掲示板の設置場所

広島・長崎へ
中学生の派遣を

問　今年は戦後70年。吉見でも先の大戦で428名
の戦死者を出している。町長の平和への想いは何か。
答　命の大切さ、平和の尊さを再認識したい。よって
再びあのような惨禍を繰り返さないため、戦争を知ら
ない世代に語り継ぎたい。また、唯一の被爆国として
核兵器の完全廃絶を求めて、平成12年には平和都市
宣言を行なった。戦後70年目の節目にあたり、来し方
とゆく末を考え、不安のない社会を目指したい。
問　そのためにも平和教育は、優先すべきだ。毎年８
月に広島・長崎に中学生代表を送る考えはないか。
答　８月に広島・長崎へ中学生を送ることは現在、考
えてはいない。
問　いま政府は憲法第９条をねじまげ、どの歴代政権
も認めなかった集団的自衛権を行使しようとしている。
10本の関連法と合わせ、憲法違反の暴挙だ。世間で

は戦争法案とも言われており、絶対容認できない。こ
れについて町長の見解をお聞きしたい。
答　この問題は国の専権事項である。わが国の進む
べき道は、我々の代表者である国会議員が正しい判
断をしてくれるものと考えている。
問　10年後の町の様子を想定すると、どうなるか。
　特に人口、高齢化率、生産年齢人口、予算規模は。
答　それぞれ順に、17,438人、37％、9,696人、現
在より約２億円の減を予想している。

原爆ドーム（広島）

田んぼ

戸谷 照喜 議員

※

※湛水（たんすい）とは
台風や大雨により河川や水路などが氾濫して、農地等が水に浸かること。

各種補助金制度の
周知を

問　町の各種補助金制度は、現状の周知方法で、十
分な情報提供ができているのか。
答　広報やホームページ、ポスター等で周知するほ
か、制度の該当者には郵送等でお知らせもしている。
問　町で対象者を把握できない補助金制度、例えば
太陽光発電システムの設置や住宅リフォームに対す
る補助金制度がある。これらの補助金制度は補助を
受けたい町民が、制度があること自体を知らなければ
受けられない。ホームページ等に「町の補助金制度の
一覧表」を載せたらどうか。また、これと合わせて紙
ベースでも作成して、新年度に広報と一緒に各戸に
配布したり、窓口に置いて転入者にも配布することを
提案するがいかがか。
答　各種補助金制度は各課にあるため、今までの情
報と合わせて、各種補助金制度をまとめたものをホー

ムページで分かりやすく作成することを検討したい。
また、紙ベースについては、補助金制度の内容が変更
したり、新しい補助金制度が始まったりすることもある
ので、よく検討しながら進めたい。
問　新ごみ処理施設の建設地の関係で現在、県を相
手に裁判が行われているが、町は把握しているのか。
答　平成27年１月10日、さいたま地方裁判所に組合
設立許可差し止め請求の訴状が提出されている。
問　建設地を巡る裁判の現状、用地買収や住民説明
会等町が関わることは、町議会に報告を求めるが。
答　今後も適時、議会に報告をしていきたい。

問　町の基幹産業である農業。そこで使われる農耕
車に、軽自動車税を課税し、来年は引き上げもする。
それでは農家をやめる人も増え、食糧自給率も上がら
ない。農耕車に限り無税化できないか。
答　地方税法で課税免除もあるが、農耕車を非課税
にするにはなじまない制度。不均一課税もあるが、広
く住民の利益を増進すると認められることが重要。
問　無税化により、農業従事者を掘り起こし、食糧自
給率も上がり、雇用も生まれ、人口も増え、そうした町
独自のスタイルを県に、国に強く発信できれば費用対
効果は大きいと思う。無税化は農業優遇の立場からだ
けではなく、取るべき必要のないものだから取らない
でほしいということ。なので不均一課税ではなく課税
免除としてほしい。それは可能か。
答　議会の判断をいただくことになる。

問　無税化は不可能なことでなく、町にやる意思があ
るか、ないか。町長はどう考えているか。
答　国内で同じようにやっていくという大原則があり、
法律にそって各自治体で条例、規則を定める。全国一
律というのが一般的であり、町のためになるからと、
その枠を外れて実施できるかというと私は出来ないと
思う。
問　今回の無税化以外にも、ほかの議員から町のた
めにいろいろなアイデアが出ると思うが、町長にそれ
らをやっていこうという気持ちはあるか。
答　やぶさかではありません。

農耕車の無税化を

その他の質問
・工場や作業場の悪臭への町の対応は
・倒木の危険のある立ち枯れした樹木への対応は

その他の質問
・住宅用太陽光発電システム設置費補助金制度の申請方法の改善を
・平和事業の更なる取り組みを

日本共産党 岩田 晃一 議員

日本共産党 杉田しのぶ 議員
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問　農地中間管理機構を設置した目的と事業推進の
手法は。
答　農業経営の規模の拡大、農地の集団化、新たに
農業経営を営もうとする者の参入の促進等による農
地利用の効率化の促進を図り、農業の生産性の向上
に資することを目的として都道府県単位で設置された。
事業としては農地中間管理機構が農地の所有者から
借り受け、地域で農地の借り受けを希望する者を公募
し適切な貸付相手方を選定した上で、認定農業者等
担い手がまとまりのある形で農地を利用できるように
配慮して貸し付ける事業です。
問　機構からの農地の貸付先を決める際のルールを
決めておく必要があると思うが、町では決めているか。
答　貸付先決定ルールは、機構が作成し都道府県知
事の許可を受けなければならないとあります。貸し付

けにあたっては既に効率的かつ安定的な農業経営を
行なっている農業者の経営に支障を及ぼさないよう、
公正かつ適正に貸し付けていますので、町独自の
ルールは決めておりません。
問　機構からの農地配分についても、利用権の設定
は必要か。
答　機構が貸付先を決定した場合は、一定の地域に
ついて農地利用配分計画を作成し、県が認可をし、公
表することで権利が移転する。個々の農地について
は農地法の許可は不要です。
問　農地中間管理事業における国の交付金対象事業
としては、どのような制度があるか。
答　機構に農地を貸し出す地域や農業者に対し、地
域集積協力金や経営転換協力金等の制度があります。

農地中間管理機構の
取り組みは

荻野 勇 議員

農地中間管理事業の説明会

一 部 事 務 組 合 報 告一 部 事 務 組 合 報 告

比企広域市町村圏組合議会臨時会
伊与田　隆 議員

日　時　平成27年５月21日　午前10時から
場　所　東松山市議会議場
出席者　安孫子和子議長、伊与田隆
　議長の開議の宣告後、新しく選任された組合議会議
員の自己紹介が行われました。会議録署名議員の指名
がなされ、会期は、５月21日一日限りと決定しました。次
に常任委員会が開催され、正副委員長の互選が行われ、
総務常任委員長に川島町の石川征郎議員が、副委員長
には、ときがわ町の野口守隆議員が選任されました。厚
生常任委員会委員長に吉見町の安孫子和子議員が、副
委員長には東秩父村の高野貞宣議員が、それぞれ選任
されました。

○議案第12号　請負契約締結の一部変更について

　　　　　　　  （滑川分署庁舎新築工事の請負契約
の締結についての一部変更）

○議案第13号　平成27年度比企広域市町村圏組合
消防特別会計補正予算（第１号）につ
いて

　いずれも原案のとおり、可決されました。

付議された議案

埼玉中部環境保全組合議会定例会
尾﨑　豊 議員

日　時　平成27年５月26日　午前９時から
場　所　埼玉中部環境センター議場
出席者　荻野勇議員、杉田しのぶ議員、小林周三議員、
　　　　尾﨑豊
　統一地方選挙後、初めての議会であり議長選挙が行わ
れ指名推薦により吉見町の荻野勇議員が就任しました。続
いて副議長の選挙が行われ指名推薦により鴻巣市の中野
昭議員が副議長に就任しました。次に、議会運営委員に、
鴻巣市議会から金澤幸太郎議員、秋谷修議員、北本市議
会から松島修一議員、岸昭二議員、吉見町議会から杉田し
のぶ議員、尾﨑豊が選任され、正副委員長は互選の結果
議会運営委員長に吉見町の私、尾﨑豊が、議会運営副委
員長に鴻巣市の秋谷修議員が就任されました。
　次に、管理者から事務の執行状況について報告があり

ました。平成27年度の事務の執行は、平成26年度同様の
職員体制であり施設の運転管理業務委託については㈱カ
ンエイメンテナンスと平成26年度から３年間の長期継続
契約し変更はないとの報告がありました。次に、平成26年
度管内から搬入された可燃ごみ、粗大ごみの報告があり、
平成13年度から減少しているとのことでした。

○議案第６号　埼玉中部環境保全組合行政手続条例の
　　　　　　　一部を改正する条例
○議案第７号　埼玉中部環境保全組合監査委員の選任
　　　　　　　同意について
　　　　　　　（北本市の渡邉良太議員の選任同意）
　いずれも原案のとおり、可決、同意されました。

北本地区衛生組合議会臨時会
秋山　真美 議員

日　時　平成27年５月29日　午前９時から
場　所　北本地区衛生組合議場
出席者　宮﨑雄一議員、神田隆議員、秋山真美
　構成市町選出議員の改選に伴い役職の変更があり、
組合議長に鴻巣市の矢部一夫議員が、副議長に久喜市
の青木信男議員が就任されました。また、議会運営委員
長に鴻巣市の羽鳥健議員が、副委員長に吉見町の秋山
真美が選任されました。

○議案第６号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　 （北本地区衛生組合職員の給与に関する

条例の一部改正について）

　影響額などの質疑がありましたが、適切な答弁がされ
ました。
○議案第７号　専決処分の承認を求めることについて
                    （北本地区衛生組合行政手続条例の一部    

改正について）
○議案第８号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　  （北本地区衛生組合職員の配偶者同行休

業に関する条例の制定について)
○議案第９号　北本地区衛生組合監査委員の選任につ

き同意を求めることについて
　　　　　　　（北本市の高橋伸治議員の選任同意）
　いずれも原案のとおり、承認、同意されました。

付議された議案

埼玉中部資源循環組合議会臨時会
岩崎　勤 議員

日　時　平成27年５月29日　午後２時から
場　所　吉見町議会議場
出席者　安孫子和子議長、小宮榮議員、岩崎勤
　５月29日、午後２時から組合設立後初めての議会が
開催されました。最年長であります滑川町の田幡宇市議
員が臨時議長となり開会し、議長に吉見町の小宮榮議
員、副議長に東松山市の坂本俊夫議員が就任されまし
た。議席の指定、会議録署名議員の指名、会期決定の後、
議員提出議案の上程と提案理由の説明等が行われまし
た。

　発議第１号埼玉中部資源循環組合議会会議規則の制
定について、及び発議第２号埼玉中部資源循環組合議
会委員会条例の制定について、いずれも原案のとおり可
決されました。管理者から提出された議案は、議案第１
号から第12号で内容は、専決処分５件、予算１件、条例
の制定５件、人事案件１件です。主に議案第４号は監査
委員に加藤正雄氏を選任、議案第５号、一般会計暫定予
算1181万４千円、議案第６号、平成27年度一般会計予
算歳入歳出それぞれ、１億7600万円と定めるもので、
いずれも原案のとおり承認、可決、同意されました。

付議された議案

東松山消防署 滑川分署
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問　農地中間管理機構を設置した目的と事業推進の
手法は。
答　農業経営の規模の拡大、農地の集団化、新たに
農業経営を営もうとする者の参入の促進等による農
地利用の効率化の促進を図り、農業の生産性の向上
に資することを目的として都道府県単位で設置された。
事業としては農地中間管理機構が農地の所有者から
借り受け、地域で農地の借り受けを希望する者を公募
し適切な貸付相手方を選定した上で、認定農業者等
担い手がまとまりのある形で農地を利用できるように
配慮して貸し付ける事業です。
問　機構からの農地の貸付先を決める際のルールを
決めておく必要があると思うが、町では決めているか。
答　貸付先決定ルールは、機構が作成し都道府県知
事の許可を受けなければならないとあります。貸し付

けにあたっては既に効率的かつ安定的な農業経営を
行なっている農業者の経営に支障を及ぼさないよう、
公正かつ適正に貸し付けていますので、町独自の
ルールは決めておりません。
問　機構からの農地配分についても、利用権の設定
は必要か。
答　機構が貸付先を決定した場合は、一定の地域に
ついて農地利用配分計画を作成し、県が認可をし、公
表することで権利が移転する。個々の農地について
は農地法の許可は不要です。
問　農地中間管理事業における国の交付金対象事業
としては、どのような制度があるか。
答　機構に農地を貸し出す地域や農業者に対し、地
域集積協力金や経営転換協力金等の制度があります。

農地中間管理機構の
取り組みは

荻野 勇 議員

農地中間管理事業の説明会

一 部 事 務 組 合 報 告一 部 事 務 組 合 報 告

比企広域市町村圏組合議会臨時会
伊与田　隆 議員

日　時　平成27年５月21日　午前10時から
場　所　東松山市議会議場
出席者　安孫子和子議長、伊与田隆
　議長の開議の宣告後、新しく選任された組合議会議
員の自己紹介が行われました。会議録署名議員の指名
がなされ、会期は、５月21日一日限りと決定しました。次
に常任委員会が開催され、正副委員長の互選が行われ、
総務常任委員長に川島町の石川征郎議員が、副委員長
には、ときがわ町の野口守隆議員が選任されました。厚
生常任委員会委員長に吉見町の安孫子和子議員が、副
委員長には東秩父村の高野貞宣議員が、それぞれ選任
されました。

○議案第12号　請負契約締結の一部変更について

　　　　　　　  （滑川分署庁舎新築工事の請負契約
の締結についての一部変更）

○議案第13号　平成27年度比企広域市町村圏組合
消防特別会計補正予算（第１号）につ
いて

　いずれも原案のとおり、可決されました。

付議された議案

埼玉中部環境保全組合議会定例会
尾﨑　豊 議員

日　時　平成27年５月26日　午前９時から
場　所　埼玉中部環境センター議場
出席者　荻野勇議員、杉田しのぶ議員、小林周三議員、
　　　　尾﨑豊
　統一地方選挙後、初めての議会であり議長選挙が行わ
れ指名推薦により吉見町の荻野勇議員が就任しました。続
いて副議長の選挙が行われ指名推薦により鴻巣市の中野
昭議員が副議長に就任しました。次に、議会運営委員に、
鴻巣市議会から金澤幸太郎議員、秋谷修議員、北本市議
会から松島修一議員、岸昭二議員、吉見町議会から杉田し
のぶ議員、尾﨑豊が選任され、正副委員長は互選の結果
議会運営委員長に吉見町の私、尾﨑豊が、議会運営副委
員長に鴻巣市の秋谷修議員が就任されました。
　次に、管理者から事務の執行状況について報告があり

ました。平成27年度の事務の執行は、平成26年度同様の
職員体制であり施設の運転管理業務委託については㈱カ
ンエイメンテナンスと平成26年度から３年間の長期継続
契約し変更はないとの報告がありました。次に、平成26年
度管内から搬入された可燃ごみ、粗大ごみの報告があり、
平成13年度から減少しているとのことでした。

○議案第６号　埼玉中部環境保全組合行政手続条例の
　　　　　　　一部を改正する条例
○議案第７号　埼玉中部環境保全組合監査委員の選任
　　　　　　　同意について
　　　　　　　（北本市の渡邉良太議員の選任同意）
　いずれも原案のとおり、可決、同意されました。

北本地区衛生組合議会臨時会
秋山　真美 議員

日　時　平成27年５月29日　午前９時から
場　所　北本地区衛生組合議場
出席者　宮﨑雄一議員、神田隆議員、秋山真美
　構成市町選出議員の改選に伴い役職の変更があり、
組合議長に鴻巣市の矢部一夫議員が、副議長に久喜市
の青木信男議員が就任されました。また、議会運営委員
長に鴻巣市の羽鳥健議員が、副委員長に吉見町の秋山
真美が選任されました。

○議案第６号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　 （北本地区衛生組合職員の給与に関する

条例の一部改正について）

　影響額などの質疑がありましたが、適切な答弁がされ
ました。
○議案第７号　専決処分の承認を求めることについて
                    （北本地区衛生組合行政手続条例の一部    

改正について）
○議案第８号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　  （北本地区衛生組合職員の配偶者同行休

業に関する条例の制定について)
○議案第９号　北本地区衛生組合監査委員の選任につ

き同意を求めることについて
　　　　　　　（北本市の高橋伸治議員の選任同意）
　いずれも原案のとおり、承認、同意されました。

付議された議案

埼玉中部資源循環組合議会臨時会
岩崎　勤 議員

日　時　平成27年５月29日　午後２時から
場　所　吉見町議会議場
出席者　安孫子和子議長、小宮榮議員、岩崎勤
　５月29日、午後２時から組合設立後初めての議会が
開催されました。最年長であります滑川町の田幡宇市議
員が臨時議長となり開会し、議長に吉見町の小宮榮議
員、副議長に東松山市の坂本俊夫議員が就任されまし
た。議席の指定、会議録署名議員の指名、会期決定の後、
議員提出議案の上程と提案理由の説明等が行われまし
た。

　発議第１号埼玉中部資源循環組合議会会議規則の制
定について、及び発議第２号埼玉中部資源循環組合議
会委員会条例の制定について、いずれも原案のとおり可
決されました。管理者から提出された議案は、議案第１
号から第12号で内容は、専決処分５件、予算１件、条例
の制定５件、人事案件１件です。主に議案第４号は監査
委員に加藤正雄氏を選任、議案第５号、一般会計暫定予
算1181万４千円、議案第６号、平成27年度一般会計予
算歳入歳出それぞれ、１億7600万円と定めるもので、
いずれも原案のとおり承認、可決、同意されました。

付議された議案

東松山消防署 滑川分署
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5月臨時議会
6月定例議会
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● 新たな議会構成
● 議案審議結果
● 一般質問に8名登壇

5月臨時議会
6月定例議会
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編 集 後 記

　吉見町議会の改選に伴い、議会だより編集特
別委員会も新たな体制でスタートしました。この
メンバーで発行する議会だよりは、全８回です。
　読みやすい紙面づくりを心がけ、町民の皆様
に親しまれる、そんな議会だよりを作っていきた
いと思います。ご意見ご感想などお寄せ下さい。
　取材や写真撮影などお願いすることもあるか
と思いますが、ご協力くださいますようお願い申
し上げます。（秋山）

P 2 ～
P 4 ～
P 8 ～

議 会 だ よ り議 会 だ よ り

表紙の写真によせて

表紙の題字

● 新たな議会構成
● 議案審議結果
● 一般質問に8名登壇

　安孫子議長にお願いしました。次回から、各種団
体への依頼を考えています。推薦いただける方がお
られましたら、ご連絡ください。参考までに今まで題
字を依頼したのは、小学生・最高齢者・成人式実行委
員長です。

　「ママと一緒に七夕かざりを作りました。」年間約
８千人の利用者が訪れる子育て支援センター。担当
職員とボランティアのご協力により楽しく過ごせる
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戸谷 照喜　　　尾﨑 豊　
〇杉田 しのぶ　　◎秋山 真美　　荻野 勇　

（◎ 委員長　〇 副委員長）
議会だより編集特別委員会

　平成２７年５月２３日（土）、一ツ木地先の荒川
右岸堤防で実施。町民の皆様とともに議員も土
のうつくり、土のう積み訓練に参加しました。

振り込めサギに気をつけて！

　東松山地区防犯協会が振り込めサギ防止啓
発のため作成した「現金わたしませんべい」。
　町内でも被害が発生しています。不審な電話
に注意しましょう。

全国町村議会議長・副議長研修会

　平成２７年５月２６日（火）、東京都の中野サ
ンプラザで開催。シンポジウムでは、議会の活
性化に取り組む地方議会の先進事例が報告さ
れました。

吉見町水防訓練

　東松山地区防犯協会が振り込めサギ防止啓

場を作って
いただいて
います。


